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シャミ ッソーと小説『ペーター・シュレミール

の不思議な物語』

田村百代

1はじめに

アーデルベルト・フ ォン ・シャミッソー(Adelbert

von Chamisso) (1781~1838)は， ドイツの詩人と

して，また大旅行を行った植物地理学者としても広

く知られている．彼は1813年に小説 『ペーター・ シ

ュレミールの不思議な物語』1)（以後 『ペーター・シ

ュレミール』に省略）を書き上げた． ドイツ・ロマ

ン主義文学の代表作に数えられているこの作品は，

日本においては 『影をなく した男』の名で親しまれ

ている竺 その後，彼は1815年から 3年間にわたっ

てコッツェプー (Kotzebue,0. von)船長の率い

る世界一周航海に参加した．帰国後は植物園や王立

博物館に勤務しながら作詩を行い，同時に旅行記や

植物地理学を含む植物学関係の多くの研究を発表し

た3).

文学から自然研究に至るまでの幅広いシャミ ッソ

ーの活躍は， ドイツ文学はもちろんのこと，地理学

史の分野においても早くから注目され，ヘットナー

(Bettner, A.)4)，ペック (Beck,H.)5)などの著

書で取りあげられているとくにベックの研究で

は，シャミッソーが世界旅行中に行った自然観察に

ついて詳細な報告がなされている．最近ではシュニ

ーペリーグラフ (Schneebeli-Graf,R.)6)によ って，

シャ ミッ ソーの植物地理学は19世紀初期としては珍

しく，世界のフロラ地城 (Florengebiete)の記載で

あったことが明らかにされている． しかしベックや

シュニーベリーグラフの研究では，影をなく した男

が世界の自然を調査して歩くという小説『ペーター

・シュ レミール』に関しては，その内容が詳しく紹

介されているだけで，この作品のもつ地理的意味ま

では考察されていない一般にドイツ・ロマン派文

学の特徴の一つは，現実から遊離した内容と，学問

研究に対する関心という二つの側面を備えている点

にあるといわれている”が， ドイツ文学における

『ペーター・シュレミール』の研究でも， 主人公の

シュレミールが世界の自然を調査して歩くことにつ

いては，後述のように十分な分析がなされて いな

いこれらの点を考慮し，本稿においては地理学史

の分野から小説『ペーター・シュレミ ール』の考察

を試みた．

II 植物地理学者としてのシャミッソー

シャミッソーはフランスの貴族の家の出で， 1781

年にシャンバーニュ地方のポンク ール城 (Schloss

Boncourt)に生まれた．しかしフラ ンス革命の波

は，後にシャミッソーによって「城内の泉のほとり

にはスフィンクスがあり，イチジクの木が生い茂

る8)」と詩に歌われたボンクール城にまで及んだ．

城を破壊されたシャミッソー一家は1790年以来オラ

ンダ， ドイツ南部などを転々と した末，ベルリ ンに

落ちつくことになる．1796年に少年シャミッソーは

ヴィルヘルム II世王妃の小姓となり， 98年以降は

プロイセンの軍隊に入った．家族がフランスヘ引き

上げた後も彼だけはベルリンにとどまり ，軍人と し

てヴィルヘルム III世に仕えた．その後ナボレオン

戦争に参加して祖国フランスと戦い，1806年にはハ

ーメルンで捕虜となった．解放されると彼はフラン

スヘ戻ったが， 翌1807年にはベルリンヘ帰ってい

る9)． さらにもう一度1810年にフランスヘ行き，こ
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の時にはアメリカ旅行を終えてパリに滞在中のフン

ボルト (Humboldt,A. von)を何度か訪ねている．

シャミッソーによると，フンボルトは旅行の成果を

まとめることに多忙であり，またこの頃すでに中南

米の高山地域と比較する意味で，チベットを中心と

したアジアヘの旅行を望んでいた10)．そしてついに

シャミッソーは，生まれ故郷のフランスではなく，

プロイセンを祖国に選び， 1812年にはペルリンヘ帰

った．その後は1810年創立のベルリン大学におい

て，植物を中心とした自然科学の研究に没頭し

た11).

シャミッソーは小説 『ペーター・ シュレミール』

を1813年に書き，この原稿を同じくフランス系ドイ

ツ人であり， ロマン派の作家でもある友人フケ ー

(Fouque, F. de la Motte)に預けた．翌14年に

フケーは，シャミッソーには無断でこの物語を出版

した12).

1815年にシャミッソーは，コ ッツェプー船長の指

揮するロシアの探検船 「ルリク号」に公式の自然研

究者として乗り込む機会を得た．ルリク号はベーリ

ング海峡と，この海峡に続くアメリカ西海岸を調査

するため， 1815年7月にザンクトペテルスプルクを

出航した．ヨーロッパを離れたルリク号は，赤道を

越えてプラジルのセン トカタリナ島に到着した．シ

ャミッソーはここで初めて繁茂する熱帯植物を観察

し，その豊富さに驚いている．ルリク号はさらに南

下し，チリをまわって太平洋にぬけて，太平洋の島

々を巡っている．そしてラタカ群島をあとに北上

島などに立ち寄り，マダガスカル島の南を通過して

喜望峰をまわり，セントヘレナ島からサルガッソー

海を越えて， 1818年8月にザンクトペテルスプルク

へ帰港した18).

3年間にわたる世界周航中，シャミッソーは「植

物学者として，さまざまな種子や植物を採集し

たu)」．この旅行で彼が採集した植物の種 (Art)は

2,500にも達し， このうち三分のーはヨーロッパで

は未知のものであった．また彼は，観察した地域の

あらゆる植物の種のリストを作成し，調査地域のフ

ロラを把握しようと努めた．彼によるとこうしたリ

ストの作成は，植物地理学の研究を考慮してのこと

であった15)．世界周航中に彼が詳細な植物観察を行

った地域は，大きく二つに分けることができる．一

つはペーリング海峡周辺の地域であり，もう一つは

南太平洋の島々である．

帰国すると，フケーが無断で出版した『ペーター

・シュレミ ール』は好評を博し，その著者が誰であ

るのか取りざたされていたという 16)．シャミッソー

は蒐集してきた鉱物・動物をベルリン大学へ寄贈

し，植物については彼自ら直ちに分類を開始し

た17)．旅行中の植物関係の成果は，その後多くの論

文や旅行記にまとめられた． 1827年には著書『植物

学と植物界についての諸相』が発表され，彼の植物

地理学を含む植物学に対する見解が明らかにされて

いる．

III 『ペーター・シュレミール』の内容

し，カムチャツカを過ぎて1816年8月にベーリング シャミッソーは小説『ペーター ・シュレミール』

海峡を越え， コッツェプー海峡やシャミッソー島な を1813年の夏休みに書き上げたという．次にこの物

どを発見した．シャミッソーにちなんで名づけられ 語の内容と， ドイツ文学界での評価について簡単に

たこの島で，彼は初めて永久凍土を銅察している． みておきたい

その後南下し，ウラナスカ島からサンフランシスコ 小説『ペーター ・シュレミール』は，主人公のシ

を経て，ハワイ諸島・ラタカ群島から再度北上しウ ュレミールが彼の友人であるシャミッソーに預けた

ラナスカ島へ到達している．そして再び太平洋の島 手記という形を採用している．ある日シュレミール

々を巡り，フィ リピ ン諸島や，ジャワ島 ・スマトラ は，金貨の出てくる袋と交換に悪魔に自分の影を売
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ってしまう．影をなく したシュレミールは，富を得 人生の進むべき道であり・，また活力と して，学問が

ることはできたが，影を持たないがゆえに人間の社 人生の目標として私に与えられました20)」と語らせ

会からは締め出される．影を取り戻そうとするが， ている．これはフランス ・ドイツという二つの国を

次に悪魔は影と死後の魂との交換をもちだして ＜ 放浪した後，ペルリンでの自然研究に拠り所をもと

る．その後シュレミールは，神は生によって死後の めたシャミッソーの心中を表わしたものであり，七

人間の魂を裁くことを知り，影を取り戻すことをぁ 里靴をはいたシュ レミールが行う世界旅行は，植物

きらめ，不正に手に入れた富をも捨てることを決心 研究のため国境 ・国籍にはかかわらずに遠くへ旅す

する．影と富と を失い地上でみなに相手にされな ることを願ったシャミッソー自身の願望であるとい

くなったシュレミ ールは，地下の仕事に従事しよう

と鉱山へ向けて出発する．その途中で，傷んだ靴の

かわりに中古の長靴をもとめたところ，それが一歩

あるけば7マイル進むという「七里靴 (Siebenmei・

lenstiefel)」であった．不思議な七里靴を手に入れ

たシュレミ ールは，その後はこの長靴をはいて世界

を広く歩きまわり，植物の観察を中心に，気温 ・高

度・地磁気 ・温泉の測定，動物の調査などの自然研

究に精神的な拠り所を見い出していく ．

ドイツ文学の分野においては，シュレミールが失

った影とは何を意味しているのかという点にのみ関

心が払われてきた18)．この問題は『ペーター ・シュ

レミール』が出版された1814年以来多くの人々によ

って取りあげられ，シュレミールが失った影とは，

①シャミッソーの失ってしまった祖国や，②市民生

活を営むために必要な人間的な結びつきを意味する

とされている．影を失ったがゆえに市民社会から疎

外されるシュレミ ールの姿は，フランスを追われ，

やっと落ち着いたベルリンでは，プロイセンの兵士

としてフランスと戦わなくてはならなかったシャミ

ッソー自身の苦悩の姿であるという．シャミッソー

は， 「私はフランスではドイツ人にみられ， ドイツ

ではフランス人にみられる19)」と書き残している．

そして彼は，偶然にも不思議な七里靴を手に入れた

シュレミールに，「突然，将来がみえてきました．

かつての罪によって人間の社会からは締め出されま

したが，そのかわりにいつも好きであった自然が私

に与えられました．大地が豊かな庭として，研究が

ll 
2
 ・？

IV 地理学史からみた 『ペーター・シュ

レミール』

『ペーター ・シュレミ ール』の物語は，シャミッ

ソーが植物を中心とした自然研究を開始してまもな

く書かれたものである．祖国を失ったシャミッソー

が，自然研究へのあこがれから書いたというこの小

説を地理学史の分野から考察するなら，以下の3点

に注目すべきである．

1 植物地理学の研究

第1点は，植物研究についてのシャミッソー自身

の研究方針が打ち出されていることである．

小説『ベーター・ シュレミ ール』の中には，「私

の『両半球の植物史』は，『世界のフロラ』の大き

な一断章であり，また私の『自然の体系』の一部を

なしています．この中で私は，知られている種の数

を三分の一以上も増加させただけでなく，自然分類

と植物地理学にとってもいく分貢献したものと思っ

ています22)」とある．自然分類とは，薬効などを基

準とした実用的な人工分類に対するもので，自然の

秩序に従った植物の分類を意味している23)．その後

参加した世界旅行中に，シャミッソーは植物地理学

の研究を考慮して調査地域のあらゆる種のリス トを

作成したこと，さらに帰国後，彼自身が植物の分類

を行ったことについては既述のとおりである．以上

の点を考えると，彼が1810年代から植物地理学の中

でも分類学に基礎を置くフロラ地理学に関心をもっ
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ていたことが明らかである．

それではシャミッソーは，植物地理学をどのよう

に把握していたのであろうか．既述の著書『植物学

と植物界についての諸相』の中で，彼は次のように

述べている． 「植物は地球をおおい，地域にその性

格を与えている．たいていどんな土地の風景の特徴

も，地球上の植物の不均ーな分布に帰因している．

われわれが植物地理学とよんでいる植物学固有の一

分野の目的は，こうした植物の分布の法則性を調査

し，自然地理学からその条件を実証することであ

るい」．具体的には，植物の成育条件を気温と湿度

にもとめ，緯度と高度に従った世界のフロラの記載

を展開している．とくに彼は高山地域のフロラに注

目し， 「アルプスのフロラと高緯度北部のそれとを

比較してみると，ァルプスの植生の主要な要素とな

っている多くの種が，高緯度北部の地域にみられ

る ． •…••アメリカの高い山脈は南北の方向にあり，

この大陸の西部においては，ほとんど中断されずに

北極地方から最も南の岬まで伸びる高い尾根を形成

している．北方の冷涼な地帯と温暖な地帯に広くみ

られる植物形態は，この背にそって回帰線を越えて

いるメキシコの高地にはなお針葉樹林やカシの森

があり，ペルーの山地にもカシがある．熱帯の高山

地域のフロラには，北極地方でみられる多くの属が

生じているが， しかし種は熱帯高地に固有なもので

ある26)」と述べ，南北および高度に従ったフロラの

比較を行っている．

小説『ペーター・シュレミール』の中には，主人

公シュレミールが友人シャミッソーの替斎を夢みる

次のような場面が登場する．「……君は仕事机に向

かっていました．机にはハラー，フンボルト，それ

にリンネの著書がひろげられていました……26)」．

三人のどの著書がひろげられていたのかについては

触れられていないそこで次にシャミッソーと，こ

れら三人の自然研究者たちとの関係について考察し

たい

リンネ (Linnne,C. von)はスウェーデンの分

類学者であり， 1735年の著書『自然の体系』におい

て雌雄蕊分類法に基づく植物分類を発表した．さら

に彼は1753年発表の『植物種誌』の中で，一つの植

物の種にいずれもラテン語からなる属名と種名とを

併記するという二名式命名法を確立させ，学界に共

通する植物命名法とした．彼の分類法および命名法

が，現在の植物分類学にまで大きな影響を及ぽして

いることは周知の事実である27)．ところでシャミッ

ソーの関心は，植物地理学の中でも分類学を基盤と

するフロラ地理学であった．彼は世界旅行中に採集

した多くの未知の植物を自ら分類し，命名した．著

書『植物学と植物界についての諸相』の中には，リ

ンネの分類法 ・命名法についての紹介と， 18世紀の

科学史上のリンネの位置づけが行われている28)．以

上の点を考え合わせる と，シュレミールのみた夢の

中で，シャミッソーは分類学の研究に不可欠なリン

ネの『自然の体系』や『植物種誌』をひろげていた

ものと考えられる．

シャミッソーは南北および高度に従った植物の分

布上の差異に注目しているが，この点はノ、ラー

(Haller, A. von)とフンボルトの影響とみること

ができる．ハラーはスイス生まれの詩人であり，解

剖学者であり，生物学者でもあった．彼は1728年に

アルプスヘの旅行を行い，翌29年には高度に従って

アルプスの植生が変化していく様子を歌った詩「ア

ルプス」を発表した29)．さらに1772年発表の『スイ

ス植物史序説』においては，アルプスの高度に従っ

た植物の変化を，ョーロッパの南北に従った植物の

変化と比較しながら以下のように論じている．「ス

イスにみられるさまざまな植物の種について考察し

ていこう．こうした差異は位腔，水の状態，そして

たいていは気温に依存している．スイスには遠いス

ピッツベルゲンからスペインまでの，ョーロッパの

ほとんどすべての土地が存在している30)」．彼によ

るとスイスでは，アルプスの氷河や高い谷の周囲に
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スピッツベルゲンと同じよう な植生が生じている一

方で，プドウ畑やクルミの木，小麦畑なども観察で

きるという ．「したがって半日のうちに， 一方で は

北緯80度の植物を，他方では北緯40度の植物を集め

ること ができる31)」ことになる．

またフンポルトは1799年から1804年にかけて行っ

たアメリカ旅行中に，植物分布と気温の逓減法則と

の関係に注目した．フンボルトの植物学を専門にし

ていた生物学史家メイヤ—ーアービヒ (Meyer­

Abich, A.）によれば，フンボルトの植物地理学

上の最大の業績は植物分布上の三次元法則 (Gesetz

der dritten Dimension)であった．すなわち赤道

付近の山地における植物の分布は，赤道から極への

植物分布にも相当するのである32)．フンボルトはこ

れについて，「自然は熱帯の人間に，その土地を離

れなくても世界のあらゆる植物形態をみせてくれ

る33)」と表現している．フンボルトは単なる世界の

フロラの記載が植物地理学であるとは認めていな

いこれらは植物地理学に資料を提供してくれるの

である． フンボルトは植物分布に地理的配列の法則

性を認め，他の諸現象との，すなわち高度や気温と

の内的関係に注目しながら，地域的に秩序立てて把

握する必要性を主張した34)．アメリカ旅行から得た

植物地理学関係の成果は， 1805年『植物地理学につ

いての試論』（ドイツ語訳は1807年『植物地理学への

イデー』）， 1806年 『植物観相学へのイデ ー』， 1808

年『自然の諸相』などにまとめられた．

シュレミールは，シャミッソーがハラーの 『スイ

ス植物史序説』やフンボルトの上述の著書をひろげ

ている夢をみたのであろう ．同じく詩人であったか

らには，ハラーの詩「アルプス」もシャミッソーは

知っていたであろう ．しかしシャミッソ ーは，ハラ

ーやフンボル トとは異なり ，群落として相観上把握

可能な植生ではなく，分類学をもとにしたフロラを

常に問題にしていた． リンネの分類学を基礎とした

フロラ地理学を中心としながら，その分析の視点は

ハラー，フンボルトと同じく生態学的であり ，さ ら

に高度や南北に従った植物の地域的配列の法則性に

注目するというシャミッソー独自の植物地理学は，

小説『ペーター・シュレミール』の夢の場面から，

その起原を理解することが可能なのである．

2 フンボルトのアメリカ旅行

第 2点と しては， シュレミ ールが行う旅は，フン

ボルトのアメリカ旅行をモデルにしている点 で あ

る．

七里靴を手に入れたシュレミールは，まずアメ リ

力旅行後のフンボルトが次の目標と していたチベッ

トの高地に立った後，世界旅行を開始する．途中，

ロンドンやパリでクロノメ ーター，六分儀，その他

二，三の自然観測用器具をそろえ，これらを携えな

がら彼は世界を広く歩いた35)．物語『ベーター・シ

ュレミール』には，「私は世界をあちこち歩きまわ

りました．ある時は高度を，またある時は温泉の温

度や気温を測定しました． ある時は動物を観察し，

またある時は植物を調査しました．私は赤道から極

へと急ぎ，ある世界 (Welt)から他の世界へと急ぎ

ました．そして経験したことを互いに比較しまし

た36)」とも，また「私は長靴が及ぶ限り，地球とそ

の形態，高度，気温，大気の変化，磁力による諸現

象 地球上の生物，とりわけ植物界について，今ま

で誰もやらなかったほど徹底的に調査しました．そ

して事実をできるだけ正確に，秩序立てて何巻かの

著書に編集し，結論や見解をいくつかの論文にす早

くまとめましたぬ」とも記されている．

フンボルトは1799年6月にアメリカ旅行へ出発す

るのであったが，その直前に実施したスペイン旅行

の際にも常に六分儀 ・クロノメ ーター・ バロメ ータ

ー・ 温度計を用いて観測を行った38)．これらの器具

は彼の必需品であった．アメリカ旅行中のフンボル

トの日課は，植物地理学上の観察と地球物理学上考

えられるあらゆる観測，そして地理的位置の決定を

行うことであった39)．もちろんこの他にも，彼は動
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物や鉱物を観察 ・蒐集し，火山を始めとした地形 ・

地質，さらには人文関係の調究をも実施した．従来

フンポルトのアメリ カ旅行の最大の成果は，地磁気

の観測と植物地理学分野の確立にあるとされてい

る40)．調究旅行の一環として計画的に地磁気を測定

したのは，科学史上フンボルトが最初である．アメ

リカ旅行中，彼は磁気力の強さが揚所によ って変化

することに気付き，地磁気の強さが両極から赤道へ

移るにつれて規則的に減少することを発見した41)．

さらに彼は既述のように，赤道付近の山地における

植物分布と気温の逓減法則との関係に注目し，「・・・

・・・深いシワが刻まれたアンデス山脈では，あらゆる

植物形態を同時にながめることができる．……そこ

では気候が，気候によって決定される植物地術と同

様に相互に附状に重なり……気温の逓減法則が山の

斜面に沿ってアンデス山脈の岩壁へ永遠の特徴を刻

み付けている42)」と述べている．

フンポルトはシュレミールのように「赤道から極

へと急いだ」わけではない．しかし結果的には， 地

磁気の成果も，また植物地理学上の成果も，「赤追

から極へと急ぎ，ある世界から他の世界へと急ぎま

した．そして経験したことを互いに比較しました」

というシュレミールと同じ方法を採っていたことに

なるフンポルトは大規模にも小規模にも，常に比

較を試みた．彼は比較を行うマイスターであ っ

た43).

アンデスを越えてキトに到約したフンボル トは，

次にエクアドルの火山地域の観察を行っている．彼

は，当時世界の最祁峰であると考えられていたチン

ポラソ山を始めとし， ヒ°チンチャ山，コトパクシ山

などエクア ドルのいくつもの火山に登り，後にはメ

キシコにおいてもボボカテペトル山やオリサバ山な

どの火山の観察や，温泉の測定を実施した．こう し

た餓察をもとにし，フンボル トは火成論の立場を確

立させた“）．フンポル トはアンデスやメキシコの山

々のスケッチを多数残しているが，既述の『植物地

理学についての試論』（ドイツ語訳『植物地珂！学へ

のイデー』）の中に収められ，とりわけよく知られ

ている 「アンデスの自然画 (Naturgemalde)」に

は，山頂を雪でおおわれたチンボラソ山と，同じく

雪でおおわれた山頂から煙を上げるコトパクシ山が

描かれている<5). 『ペーター ・シュレミール』にはこ

れらの山々に沿って，シュレミ ールが南北アメリカ

を越える次のような場面が登場する「私はホーン

岬から北へ戻り……山系に沿って両アメリカを越え

て行きま した．この山系には地球上で最も研く，ょ

く知られた山々があります．私はゆっくり注慈しな

がら， 山頂から山頂へと歩きま した． しばしばやっ

と息をしながら，ある時は炎をあげる火山を越え，

またある時は雪におおわれた山頂を越えました46)」．

フンボル トは1804年に， 5年問にわたる大旅行を

終えてパリに帰った．シュレミ ールは調査結果を

「できるだけ正確に，秩序立てて何巻かの著苔に編

集し，結論や見解をいくつかの論文にす早くまとめ

た」が，フ ンボル トは旅行中すでに観測結果の一部

を論文として発表した．また彼はキューバを旅行中

の1801年に，多方面にわたる調査記録を数巻からな

る報告むに分類してまとめる構想をも っていた47)・

この構想は最終的には『熱帯の赤道地方への旅行』

30巻となり ，これらは1805年から34年にかけて刊行

された．このうち最初に出版されたのは『植物地理

学についての試論』であり ，30巻中の第27巻に当た

る．シュ レミールの言菜を借りるなら，フンポル ト

は調査結果を「できるだけ正確に，秩序立てて30巻

の著芯に編集した」ことになる旅行の成果はまた

1808年刊行の『自然の諸相』などの著むや，多くの

論文にまとめられたすでに述べたようにシャミッ

ソーは1810年にパリで，『熱帯の赤道地方への旅行』

の編集に多忙なフンボル トと実際に会っている．フ

ンボルトと同じく植物を中心とした自然研究者の道

を歩み始めたシャミッソーが，シュ レミールの旅の

モデルにフンボル トのアメリカ旅行を選ぶのも想像

- 20 -



に難くない

3 19世紀初頭の自然観と地理的知識

第3点は，シュレミールが行う旅行には，当時の

ヨーロッパの人々の自然観と地理的知識が反映され

ている点である．

シュレミールは世界を広く旅した結果，「アフリ

カの内陸部，北極地方，アジアの内陸部と東海岸の

地理を確定した48)」ことになっている． しかしシュ

レミールは， ヨーロッパの人々にと ってこれらの地

域と同じく未知であったオーストラリアと南太平洋

の島々へはどうしても渡れずに，「地球と，太陽に

よって織りだされた地球の衣服にあたる植物界や動

物界を理解するために，基本的に不可欠であり注目

すべきであるオーストラリア (Neuholland)と南太

平洋の島々 (Zoophyteninseln)は，私を近づけてく

れません．私が採集し，明らかにしようとしたこと

すべてが，すでに最初から単なる断片のままになっ

てしまいました49)」と悲嘆にくれるのである．

当時のヨーロッパ科学界においては，クック

(Cook, J.)の3回にわたる太平洋の旅行 (1768~

1771, 1772~1775, 1776~1779)によ って，オース

トラリアや南太平洋の島々にはヨーロッパでは知ら

れていない目新しい動植物の種が存在することが報

告され，これらの地域への関心が一陪高ま ってい

た50). シュレミール，いやシャミッソーにと って

も，世界のフロラの研究には欠かせない地域である

と同時に，「南太平洋の島々」に “Zoophyteninseln"

を使用していることからも明らかなように，「失わ

れた鎖 (missinglinks)」を秘めた魅力ある地域で

もあった． “Zoophyt’'とは「植物性動物」を意味

し，この時代のフランスの生物学者 キ ュヴ ィエ

(Cuvier, G.）によって植虫に与えられた名であ

る51)．植虫とは， アリストテレス (Aristoteles)以

来のヨーロッパの自然観の中心をなすいわゆる「存

在の大いなる連鎖 (greatchain of being)」におい

て，人間を頂点とした動物と植物とを結びつける位

置に存在すると考えられていたものである． 18世紀

には淡水ボリプであるヒドラが発見され，アリスト

テレスによって主張された漠然とした植虫の存在

は，いよいよ確実となった62)．さらに太平洋の島々

についての知識が増加するにつれて，珊瑚ボリプも

また動物と植物との問の欠けてしまった鎖に相当す

るものとして注目を集めた． “Zoophyteninseln" と

は，こうした珊瑚ボリプが多く存在する「南太平洋

の島々」を指している．シャミッソーは後にこれら

の島々を実際に観察する機会を得たわけであるが，

帰国後彼は珊瑚ボ リフ゜について，「その体は動物で

あるが，植物のようにただ生きているという生活を

送ることができる53)」と述べている．18, 19世紀に

行われた調査旅行のもう一つの目的は，常にこうし

た「失われた頷」を探しも とめ，「存在の大いなる

連鎖」を完全なものにすることであった．科学者だ

けでなく， 一般大衆が調査旅行に対して抱く期待も

この点にあった54). 1845年出版のフンボル トの 『コ

スモス， I』においてさえ，「……存在間の割れ目は

埋められている．……長い問不可解であ ったこと

は， しばしば極めて遠<|柑たった地域への徒歩旅行

の際に行われた観察を通して明らかにされている．

長い問孤立していた植物と動物は，新しく発見され

た中問物を通して，あるいは漸移形態を通して相冗

に連なった55)」 とあり， 「失われた鎖」に対する当

時のヨーロッパの人々の関心の強さを知ることがで

きる．

シュレミ ールはベーリング海峡を跳び越えてアジ

アとアメリカを行き来し，またヨーロッパからグリ

ーンランドを通過してアメリカヘ渡 った．その彼

が，マラ ッカ半島からスマ トラ島， ジャワ島，バリ

島，そしてロンボク島までしか行くこ とができなか

った．彼はここからどうしてもオーストラリアや南

太平洋の島々へ渡ることができなかった．このこと

は，オーストラリアと南太平洋の島々が，自然研究

者にと って研究上重要な地域であること が認識され
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ていたにもかかわらず， ョーロッパの人々にと って

は陸続きで行くことのできるアジア内陸部や東部，

アフリカ内陸部，北極地方よりも一層遠く， 一層未

知であったことを示しているといえよう．オースト

ラリアの海岸線が途切れることなく知られるように

なるのは， 1820年代のことである56).

さらに，シュレミールは世界を広く旅行したこと

になっているが，『ベーター・シュレミール』には

南極大陸が出てこないのである．クックは第2回の

太平洋航海で初めて南極圏を越え，南極大陸を周航

した． しかし大陸の存在を確認するまでには至らな

かった．この航海に参加した自然研究者フォルスタ

- (Forster, J. R.)の報告書につけられた地図によ

ると，大陸ではなく「南の氷の海 (SiidlichesEis-

meer)」が存在することになっている57)．ヨーロッ

パにおいて南極大陸の存在が知られるようになるの

も， 1820年代初期のことである58)．シャミッソーに

とって南極は，オーストラリアや南太平洋の島々よ

りもさらに未知であった．

V 結び

以上， 19世紀の初期に文学から自然研究までの幅

広い分野で活躍したフランス系ドイツ人シャミッソ

ーが著した小説『ペーター・ シュレミール』につい

て，地理学史の分野からの考察を試みた．現在この

作品は， ドイツ・ロマン主義文学の傑作の一つに数

えられている． ロマン派に特有なメルヘン風の『ペ

ーター・シュレミール』の物語は，従来いわれるよ

うに，植物を中心とした自然研究を始めたばかりの

著者シャミッソーの願望を表わしているにはちがい

ない彼は世界周航の出発に際し，「今や，『シュレ

ミール』の中でみた明るい夢が現実となったのであ

る59）」と害き残している． しかしそれだけでなく，

この作品はまさに19世紀初期のヨーロッパの人々の

自然観や地理的知識，そして地理学を中心としたヨ

ーロッパ科学界の成果を忠実に映し出している．シ

ャミッソーのみた明るい夢は，自然科学者の極めて

現実的なメルヘンであった．
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Adelbert von Chamisso und sein Werk 

"Peter Schlemihls wundersame Geschichte" 

Momoyo TAMURA 

Adelbert von Chamisso (1781~ 1838) war Dichter, Geograph und Forschungsreisender. 

Er wurde auf Schloss Boncourt in der Champagne geboren und fand seine zweite Heimat 

in Berlin. Chamisso blieb in Paris 1810 bis 1812, und hier besuchte er A. von Humboldt 

mehrere Male. Humboldt war damals der beri.ihmteste Naturforscher in ・ Europa und 

Amerika und arbeitete an der Herausgabe seines amerikanischen Reisewerks. Das 

Kernsti.ick des Reisewerks ist der Essay i.iber die Pflanzengeographie, und dieser Essay 

erschien schon im Jahr 1805. Im Jahr 1812 begann auch der einunddreissige Chamisso 

ein systematisches Studium i.iber Naturwissenschaften, besonders Pflanzenlehre, auf der 

1810 gegri.indeten Universitiit Berlin. Er schrieb den Roman "Peter Schlemihls wundersa・ 

me Geschichte" im Sommer 1813 und gab dieses Manuskript an seinen Freund F. de la 

M. Fouque ab. Im nachsten Jahr offentlichte Fouque "Peter Schlemihl" ohne Chamissos 

Erlaubnis ver. "Peter Schlemihl" ist heute eines der besten Werke in der deutschen 

romantischen Literatur. 

Dieses Werk erzahlt von einem Mann, der dessen Schatten verlor. Eines Tages verkau・ 

fte die Hauptperson Peter Schlemihl eigenen Schatten an den Teufel fi.ir den Gli.ickssackel. 

Er wurde r_eich, aber er wurde von der menschlich.en Gesellschaft ausgeschlossen, weil er 

seinen Schatten nicht hatte. Er entschloss sich, Arbeit unter der Erde zu finden, und er 

ging nach einem Bergwerk. Auf dem Weg kaufte er sich ein Paar Stiefel und _zwar ein 

paar Siebenmeilenstiefel. Danach hatte Schlemihl Siebenmeilenstiefel an den Fiissen, und 

er streifte auf der Erde umher, ihre Hohen, ihre Temperatur und ihre magneti~che Kraft 

messend, Tiere ・ und Gewachse beobachtend. Ausser Australien, der Si.ids~e und Antarktis 

durchforschte er alle Lander mit dem Chronometer, dem Sextanten und anderen physikal-

ischen Instrumenten. Er stellte die Tatsachen in Ordunug in mehreren Wei-ken auf. 

Schlemihl leistete ein~n Beitrag.zur Entwicklung der Pflanzengeographie und Pflapzensyste-

matik. 

Schlemihl sprang von Amerika i.iber die Beringstrasse nach Asien, und von Afrika i.iber 

die Strasse von Gibraltar nach Europa. Er trat von Europa i.iber Gronland nach Amerika 
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i.iber. Zwar streifte er auf der Erde umher, aber er reiste nicht nach Australien, die 

Si.idseeinseln und Antarktis, obwohl er Siebenmeilenstiefel hatte. Das bedeutet, <lass die 

Entschleierung dieser Lander betriichtliche Fortschritte damals noch nicht machte. 

Fiir Schlemihls Forschungsreise client Humboldts _Amerikareise (1799~ 1804) als Model!. 

Auf seiner Amerikareise bildeten pflanzengeographische Beobachtung, geophysikalische 

Messungen und geographische Ortsbestimmungen Humboldts stiindiges Tagewerk. Er 

brauchte den Sextanten, <las Chronometer, das Barometer und <las Thermometer fiir 

seine mannigfaltigen Naturforschungen. Sein amerikanisches Reisewerk erschien in 

dreissig Banden zwischen 1805 und 1834. Die Begri.indung der Pflanzengeographie geht 

auf Humboldt zuri.ick. 

Fi.ir seine botanischen Studien wi.inschte sich Chamisso auch schon lange Siebenmeilen・ 

stiefel. Das Werk "Peter Schlemihl" bedeutet nicht nur Chamissos Wi.inschentraum, 

sondern auch spiegelt die Ergebnisse der Naturwissenschaften, besonders der Geographie, 

des Anfanges des 19. Jahrhunderts wider. 
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